












目的 

呼吸運動に関しては、これまでに多くの基礎的、臨床的研究がなされてきた。しかしその

ニューロン機構は複雑で、呼吸リズム発生の機序は依然として不明である。その結果、例

えば睡眠中の突然死、特に乳幼児の突然死(SIDS)が呼吸系の異常に関連するものと考えら

れているが、この研究の遅れはその原因究明のための大きな障害となっている。 

呼吸の基本的リズムは、延髄の呼吸ニューロン間の相互作用によって生成されていると一

般に考えられている。したがって呼吸リズム生成の機序を知るためには、延髄内に同定さ

れる様々な呼吸ニューロン間の関係を一つ一つ解き明かし行く必要がある。現在までに、

腹側呼吸群吻側(Retrofacial nucleus の近傍)に一群の抑制性の呼息性ニューロンが存在

し、脳幹や脊髄の吸息性ニューロンを抑制していることが明らかにされた。このニューロ

ン群の局在する領域は Botzinger 複合体(以後 BOTと略す)と名付けられている。我々の最

近の研究によると BOT とその近傍には、他の型の呼吸ニューロンも存在し、複雑な神経回

路網を作っていることが明らかになりつつある。我々は、この BOT の領域が呼吸リズム生

成の中心である可能性をも考慮している。 

本報告書では、59・60 両年度に我々が主に電気生理学的手法を用いて BOT とその周辺のニ

ューロン群について行なった研究の結果を略記し、またそれにもとずいて呼吸異常、睡眠

時無呼吸についての考察を行なう。 


